
は,また しば らく同 じ東京で,彼が京都-,礼

が仙台- と別れ別れになるまでつづきま したo

Lか しこの時は,お互に食べること着 ることに

勢一杯で した し, どちらも生活の本拠を失 って

しまって振出 しに戻 ったよ うな暗漕たる状態で

した｡そ して彼はこうした中か ら意欲的な研究

を発表 していったujです｡先にあげた 『宗教 文

化史学序説』もそ0)一つです し.『宗教研究』その

他にこの頃矢つぎ早やにラデ ィンや ワッ-の′学

説についての論文や評論を発表 したもU)です｡

彼U)美に五年有余にUjぼる外地で())拘束された

fi:_活 にもかかわ らず,こうした学侶]U)意欲を絶

えず燃や しつづけて挫折 しなか った,その意志

力には,一度応召は したが即 Ll帰郷を命ぜ られ

て,内地で右往左往 していた私 には,本当に頭

のさが る思いだった し,同時 にいつか彼にはコ

ンプ レックスを感 じさせ られてきた もU)ですo

よい意味でC))ライバルであった棚減君は,と

きどき宰煉 なことをいって,人ujJL､肝を寒か ら

しめることもあって,私は 自分の領分をはみ出

して,1出欠′芋的な方 面 Jjこと宣斗十.'こした りす /i,

とき,いつも柳瀬君 o)顔が頭に浮んで,まTIあ

い一｣に何 かいわれは しないかと,心 Lリ奥に一種

a)わだかまりを感 じて もきた もじIjです｡

彼が今,急にいな くなって しま うと,私はあ

る意 味で,何 だか 目標を失った,心の張 りのな

くなって しまった,空虚さに襲われています｡

私はJIL'L三魂U)存在を信 じませんか ら,被の霊が ど

うこうとも,それにどうしよ うとも考えません

が,棚融11-C/)無言cJ)批 判が,いつ も私山仕事JJ

進みU)上 に,反省と鞭董垂の役割を果 して,工上土き

ていたときよ りは却 って始末のわ るい存在 に化

したよ うな宝こさえ します.彼が私レ上ヒ に及 した

影響や感化は,私())今後U)娃津をついて溢れな

いことで しょ う｡彼は私の上に も(i二きていると

いえます｡ 喜友 とは こうい う もJ)だった 0)か
と,別れて後に一一一･しお身に しむ次第ですO 杉浦

君といい柚板持といい,宗教学 と艮族学の橋渡

レ三･して きた 2人 J_)俊才,三夫 ったことは,本当

に不幸なことで した｡ (1965.1.22)

東南 アジア研究 センター

と棚 瀬 幹 事

本 冊 武

昭和39年12月10H 来再アジrr研 克セ ン/}一

･バ ンコック連絡事務所で, 夕食後拙譲,Ljtp:して

いたとき, 岩村所長か ら棚瀬幹事急 逝 (′I)旨U_)I,Li
報が はいった｡ まった く帽然たる 思いに か ら

れ,晴謄たる気侍につきお とされたOそC,_)後U)

詳報で狭心症のため同日牛的九時倒れノられたこ

と,宣知 った｡思えば10月は じめ,マ レーシアか

ら帰 られた柳瀬 さん と京都U)東南アジア研 究セ

ンター所長室で話 しあったujが,わた しが棚減

さん とあった最後だった｡ これまでU)棚瀬 さん

とuj短いが, しか し深い 交わ り定とめどもな

く,つぎつぎ思いだすO

そC/)思い出の うち,棚瀬 さん())東南アジア研

究セ ンタ-のためU_)御努力 と御 功績J)ほどを ,

ここに書 きとめ, 哀情 レ)しるLとしたい｡

もともと,東南アジア研究セ ンター uj付体と

な ったJ)は, 東南アジア研究会 である｡ これ

は, 昭 和34jLi壷に,当日.tjl･U⊃J闘 uinlli総長U_)御意向

で東 南 アジア研 究闇係者が集 まり,そuj協議に

もとづ き当時の文学邦臼井二尚教技が申 心 にな

って組織 され た もめである. ち止うどそU)とき

棚減 さんは竃谷入学教授兼学監か ら京人 文 ′､封1.･E3

に文 化人類学担 当助教授 として まねかれた｡ も

ともと棚減 さんは,とくに東 南 アジアの艮族 を

専門領域 とされていたujで (昭相36年 3月に,

これをテーマとして文学出土Jj/､学位を京大か ら

授与 された), 京大-赴任早 々か ら, 発足 した

ばか りuj東南アジア研究会ul)実際上U)枠事役ノユー

-)とめ られた｡ 第---回 L/)研究 E'クリ会がLHIJかれたシ_)

こま,34牢 9月であっ二r=が, 今日まで70回最上 も
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つづいている研究例会はほとんど棚瀬 さんが世

話され,司会されたのであった｡そのころ,研

究会の代表は臼井教授であったが,棚瀬 さんは

コツコツと縁の下の仕事をされたのであった｡

この研究例会を もりそだて られたのは,棚瀬さ

んで,御自身で も37年 4月 ｢人類学の方法と調

査｣38年 1月 ｢マラヤの人口構成｣の報告をさ

れた｡棚瀬さんには じめてあったのは,翌35年

8月,わたしがアメリカ留学から帰国早 々,東

南アジア研究会例会の席上で,アメ リカにおけ

る東南アジア研究の状況を報告させ られたとき

だったと思 う｡

翌36年 3月,東南アジア研究を本格的にすす

めるため,フォー ド財団の資金で,臼井教授と

棚瀬 さんと,にわかに命ぜ られたわた くLとの

3人が,欧米および東南アジア諸国における東

南アジア研究実情調査のため,半 カ年旅行を し

た｡わた くLが棚瀬さんをよ く知ったのは,こ

uj6ヶ月まった く日夜行動をともにしたことに

は じまる｡ この調査の旅行報告書 (京都大学東

南アジア研究会, ｢欧米および 東南アジア諸国

における東南アジア研究調査報告｣昭和36年刊

秦.HJi)は,大部分を棚瀬 さんが執筆 し,わた くL

は一部を書いただけだ.旅行中棚瀬 さんはその

日の仕事はその日の うちにキチキチと手ぼや く

かたずけられるのに感心 した｡エール大学訪問

のあと,大学のアルムナイ ･-ウスの一室で,

初夏の夜おそ くまで,エール大学の東南アジア

研究状況の原稿を書いておられた棚瀬 さんの姿

をいまで も,ありありと思い出す｡ この旅行は

棚瀬さんの,は じめての海外旅行だった｡なに

しろ, 臼井教授を 団長とする チームで あるか

ら,いろいろな意味でのなかなかの強行軍｡そ

れを黙 々として耐え忍んで旅行されたのが棚瀬

さんだった｡ シナ事変か ら大東亜戦争にかけて

5カ年問,-兵卒として従軍され,最後に伍長

にまで昇進されたそうだが,ここで もまた,そ

の経験が生かされたのだろうか,よ く辛棒され

たといった感 じだった｡ この旅行の間は,よほ

ど疲れられたのだろう｡ホテルの一室でベ ッド

にポカンと寝 ころがっておられた姿をよ く見た

ものだ｡

さて, 9月中旬帰国後の,この調査報告にも

とずいて東南アジア研究計画の樹立,そしてそ

れのフォー ド財団-の資金援助の交渉がは じま

った｡ これは人文科学研究所の岩村忍教授が中

心になってやられたが,それを棚瀬 さんは,よ

く助けられた｡とりわけ岩村教授は棚瀬さん0)

学識 ･人がらを高 く評価されていたので,棚瀬

さんとしてはいろいろ気苦労なことがあるもの

の,よ く終始愉快に努められた｡ しか し,翌37

年 4月か ら,東南アジア研究センターにたい し

大学院生一部か ら反対運動が起 こり,いろいろ

とむづか しい場面にさしかか った｡同年 6月に

京都大学 として,東南アジア研究のため全学的

体制を検討するため,東南アジア研究計画準備

委員会が設けられた｡当時の奥田東農学部長が

委員長に選出され るとともに,棚瀬さんは委員

会幹事を委嘱された｡委員会の発足後,東南ア

ジア研究計画にたいする反対運動がさらに激 し

くなった｡棚瀬さんとしては,この間ただただ

アッケにとられ ることが多か ったようだ｡ こと

に反対運動の理解にはほんとうに苦 しまれたよ

うだ｡ もともとポ リティカルなことが大 きらい

な棚瀬 さんの温厚な性格としては,この反対運

動と斗 うというよ り,む しろおだやかな仏教徒

として,なるべ くこれから避けたいとい う気持

が強か ったのではなかろうか｡わたくLは,こ

のころの棚瀬さんの心境をよ く理解することが

できるような気指がする｡ときどき,｢ほんとう

にいやになる｡辞めて しまいたい｣とわたくL

によ く洩 らされていた｡ しか し奥田委員長の人

柄にすっか りうたれられ, ｢奥田先生がおられ

るのだから｣とよ くいっておられ,委員長が間

接的に 棚瀬 さんのなぐさめに なった よ うだっ

た｡ このころ ｢東南アジア研究｣が発刊される

ことになり,その編集責任者 として,今 日の同

誌の基礎をきずかれた｡

さて,この準備委員会の答 申にもとずき, 昭

38年 1月に東南アジア研究センターが正式に学

内に設立された｡棚瀬さんはその常任委員会の

幹事を委嘱され,センターの運営にあたられる

ことになった｡その年の 4月から東南アジア研

究計画第一年度にふみきられた｡
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この研究計画の うちの巾核計画 として, ビル

マ,タイ地域計画とマ レー シア ･イ ン ドネシア

地域計画とのふたつがえ らばれた｡柳瀬 さんは

マ レー シア ･イ ン ドネシア計画の T)-ダーにな

られた｡

＼r川寺の幹事は柳瀬さん とわた くLとの 2人だ

けだったが,わた くLが第1隼度の九ノ日か らタ

イに赴いたあとは,柳瀬 さんがただ 1人の幹事

として責任を もたれた｡なかなか,たいへんだ

ったと思 う｡ そのかたわ ら,マ レー シアの現地

調査計画 の 準備や 編成 にあたられ, とりわけ

イ ン ドネシア語の学習を一生懸命や ってお られ

た｡ その ときに,すでに53才 にな ってお られた

のだが,よほど学問的情熱がなければ,その年

令で外国語 の学習はで きないのだ｡

昭和39年 4月か ら 研究計画の 第 2年 度に 入

り,柳瀬 さんは,いよいよ出発準備に没頭 され

た｡ 6月は じめ,吉 田光邦助教授 (人文科研)

とい っしょに出発 され, 6月い っぱいは,調査

村落設定のために 2人で,マ ラヤ全土を旅行さ

れ,調査村 としてケダー州のアロール ･ジャン

ブスをえ ら ばれた｡ (この村 についての 机報は

束苗 アジア研究第 2巻第 2号に現地通信として

寄せ られてあ る｡)

告 Ⅲ助教授 とは 1カ月で別れ,そのあと 7月

か ら9月にかけ,竜谷大学 口羽益牲講師と京大

人草r,'J,liノ､jf:/i:Jl;･内良 博君とい っし,,L,に,アロール

･ジャンブスでの定着調査を開始された｡この

マ レー人の米 T′日嗣狛こ住み こんでの生活 は,若

い人ならいざ しらず,柳瀬 さんの年 令に もなれ

ば,それ こそ苦 しい ことは筆舌につ くしがたい

ところだ ったと推測 され る0 日'Jナで コツコツと

農家/II一戸づつ闘取 りにまわ られたそ うだ｡日

本人 としては,は じめてのマ ラヤの村落定着調

査なのだ ったo この調査は相和 さ/i/が出張期限

の関係で 九 月下旬帰 国されたあとは, 口羽講

師,さらに10月下旬か らは東人 東洋文化研究所

の築烏謙二 講柚 がひきつがれノている｡

棚瀬 さんは, この調査で,す っか り,へば っ

て しまわれた らしい｡調査 中は,暑 さは もとよ

り,現地人 と 同 じ食物や 住居 に 困 られたらし

いが,それよ りむ しろ睡眠がよ くとれなか った

(ノ)に苦 しまれたよ うだ｡いろいろと現地 とい う

よ り,む しろ国内か らのス トレスがあったよ う

だ｡ しか し,棚瀬 さんの帰同後,わた しは, さ

きに もい ったよ うに一度 しか会 わず,す ぐにバ

ンコックに出発 したが,会 ったとき一度 も苦 し

さキロにされなか った｡ それ.が,柳瀬 さんの真

骨頂だろ う｡

10月い らい,再び東南 アジア研究セ ンターの

幹事 として努め られたらしい｡わた くLには辿

絡の手紙が一度だけ しかなか った｡なんだか,

ひど く疲れ られていたよ うな感 じを手紙か ら受

けとった｡ そ して, この12月10口には,急逝 さ

れたのだ った｡

柳瀬 さんは京大 に赴任 され ると同時 に発足 し

た東甫 アジア研究会か らは じまって東南 アジア

研究セ ンターのために,いままで,せいい っぱ

いの努 力を傾倒 されたのだ｡組織づ く.りか ら,

その運営, さらに自分自身の フィール ド･ワー

ク｡ まった くたい-んだ った と考える｡ 東面 ア

ジア研究セ ンターが今日軌道にの り,着 々と事

業計画がすすめ られているが,棚漸 さんに負 う

ところはきわめて大 きい｡だか ら,棚瀬 さんが

東南 アジア研究セ ンターに殉職 されたとい って

も,決 して過言ではないだろ う｡

柳瀬 さんになん と御礼を申 しあげてよいか,

わか らないC ただ 帖 栢さんが. わた くL に,

｢い ろいろ 苦 しいこともあるけれ ど も, 束往け

ジア研究計画 のおかげで,いろいろといいノjJに

知 り合いにな り,伸 よ くやれ るのは,ほん とう

に愉快だなあ｣ と,口 ぐせのよ うにいってお ら

れたO柳瀬 さ/tにとっては,たいへんだったが,

同町 に面白い5隼R侶≡もあったのだLl これが 帖

瀬 さん にとって も,せめて もの慰 LVlではなか7)

うか｡

いまや第 2年 度後半期にある東南アジア7軒先

セ ンターとして,棚瀬 さんを失 ったことは,か

けがえのない 大きな痛手だ｡謹 しんで,御冥 福

をお祈 りす るO (昭和39年12月20円,バ ンコッ

クにて)
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